
年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）
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年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・事業費関連

年度決算 年度予算 年度予算

（目的）
ラムサール条約登録により、賢い利活用を検討していくと同時に、湿地環境の保全をバランスよく実
施していく。

(事業の内容）
・ラムサール条約登録湿地関係市町村協議会に参加し、情報交換、連携を図る。
・ラムサール条約登録湿地利活用検討協議会を開催し、今後のあり方について検討する。
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恵まれた環境を未来につなぐまちに
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湿地環境保全に関心を持った人数
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備考

118,353 人
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①

人口（4月1日現在） 118,353
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    そ   の   他（使用料など）

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

市、市民、国内外他地域

  直  接  事  業  費  A

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

（ラムサール条約登録湿地利活用推進事業）
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項　　目

市
ミヤジマトンボ保護管理
連絡協議会、環境省、広

島県

・ラムサール条約登録湿地関係市町村会議への出席による市町の役割
等の学習
・利活用検討協議会（仮称）の委員の委嘱、会議の開催など

    国   庫   支   出   金

25

目
的

事業名
環境都市創造事業環境都市創造事業環境都市創造事業環境都市創造事業

担当課名 環境産業部　環境政策課

予
算
科
目

会計

06

保健衛生費

環境保全対策費目

根拠法令
条例

個別計画 等
ラムサール条約

・国際条約による新たな評価を機に、宮島の貴重な自然や文化を見つめ、将来にわ
たって守っていくことを再確認する。
・湿地の保全・再生、賢明な利用、交流学習に向け、検討会議を開催する。

基 本 目 標 健やかな暮らしを支え、安全で快適に暮らせるはつかいち 款 衛生費

重 点 的 取 組

政 策 目 標
次世代に引き継ぐ地球環境を守る

項 01

01 一般会計

04

25事業開始年度 平成

【歳出】
・登録湿地関係市町村協議会運営負担金　　　　　　　　　　　　　　　  40千円
・登録湿地関係市町村長会議開催負担金　　　　　　　　　　　　　　　  30千円
・登録湿地関係市町村長会議開催旅費（市長・随行1名）　　　　　　　  171千円
・ラムサール条約登録湿地利活用検討協議会　委員報償費等　　　　　   216千円
　　　　　　　　　　　　　　　（合　　計）　　　　　   　　　　　　457千円


